
1

◆ 2009 年春号発刊にあたり：新しい年を迎え、皆様いかがお過ごしでしょうか。
昨秋来の世界的な金融危機の影響で、国内外の経済が閉塞状態におかれ不安定な情
勢が続いております。勝ち組、負け組に分けられてしまう風潮の中で社会の価値判
断が即物的、短絡的になってきているようにも感じます。今、あらためて慶應義塾
の建学者福澤先生が現代に生きておられたらどのようなリーダシップを発揮される

だろうかとつくづく思います。2009 年、紅梅会役委員一同は「新しい時代に向けた慶應看護同窓会」を合
言葉に、時勢に即した事業を推進していく所存です。本年もご支援をよろしくお願いいたします。

◆慶應義塾大學創立150年記念式典に参加して：昨年11月8日、慶應義塾創立150年記念式典（日吉キャ
ンパス）に出席しました。天皇皇后両陛下の御親臨を仰ぎ、国内・海外の大学学長等多くの来賓の祝辞そし
て塾員、塾生の力強いメッセージ「未来先導宣言」が発信されました。福澤先生は、生涯、無位無冠の一市
民であることを貫き、人間としての品格、個人が自立するための教育、男女平等、創意ある起業、国際的視
野等、近代日本の進むべき道を提唱されました。また先生の言葉には、常に激しい批判精神が秘められ「異
端」として排斥されることをも恐れず、権威や世論の大勢に抗して、自分の信ずるところを堂々と述べる勇
気そのような姿勢にこそ、文明の進歩があると、信じた思想家でありました。今、急速にあらゆる面で国際
化が進むなか、日本人はいかにあるべきか、あらためて考える好機会に恵まれました。

◆特集「世代をつなぐ「link age」」慶應看護のあゆみ：紅梅会会報では、今春号より 5回にわたり慶
應看護のあゆみを掲載します。慶應看護の起源は、1918 年（大正７年）、芝白金養生園（北里研究所）に仮
養成所を設置し、慶應義塾大學医学科附属看護婦養成所が開設されました。大學病院開設のために看護婦養
成が急務とされていました。初代所長は北島多一医学科教授とし、日本赤十字社で看護教育に携わっておら
れた鈴置銈

けい

看護婦副監督を招き、第１回生の養成が開始されました（慶應義塾史辞典 258 頁より）。その 16
年後、1934 年（昭和 9年）第 15 回卒業生を送り出したことを契機に、鈴置銈

けい

看護婦監督等により紅梅会は
創立されました。慶應看護教育は 2001 年、看護医療学部の開設を経て、昨年 90 年を迎えました。紅梅会は
教育と臨床等様々な領域で働く会員の活動を紹介し、慶應看護の発展等を発信していきたいと思います。そ
れでは皆様、5月の総会でお目にかかれることを楽しみにしております。

52 回生　廣瀬　千也子
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52回生　西村　千代子　
　平成 20 年 11 月 21 日、第 31 回紅梅会研修会「看護師のためのアンチエイジング入門」が、講師に本大学眼科学教
授（日本抗加齢学会副理事長）坪田一男先生をお招きして行われました。先生は角膜移植、ドライアイ、屈折矯正（レー
シック）等における第一人者ですが、アメリカで「アンチエイジング」について学ばれ、日本でのアンチエイジング
医学の研究及び普及に取り組まれています。
　アンチエイジングとは加齢に焦点を絞った予防医学で、エイジング（老化）によって起きてくる病気を予防し、健
康に長寿を達成することにあります。アンチエイジング仮説として、①酸化ストレス仮説；紫外線・タバコ・食品添
加物・精神的ストレス等を避け活性酸素の発生を防止し体をサビさせないこと、②メタボエイジング仮説；肥満その
ものが老化を促進するとして、食事の摂取カロリーを 65％程度に落と
し適度な運動を行うことで肥満を防止すること（カロリー・リストリク
ション）があります。先生自ら楽しみながら実践しているエッセンスの
数々をユーモアを交えてわかり易く紹介して頂けた講演でした。79 名
の参加者からのアンケート回答者 44 名中 39 名の方が、今後の生活に非
常に参考になった、と答えられ、「面白かった。とても楽しい講演でした。
自分の生活を見直したい。実践したい。」などが寄せられました。最後
に、坪田先生がチーフメディカルアドバイザーをなさっているカロリー
リストリクションソサエティジャパン（愛称カロリスジャパン） http://
www.crs-j.jp を紹介いたしますので参考になさって下さい。

短1回生　山岸　直子　
　看護医療学部では、2008 年度に 60 名以上の学部生たちが青田与志子記念教育研究奨励基金の支援を受け、海外研
修科目としてアメリカ、イギリスへ、また、それぞれの学習・研究目的でカナダ、スウェーデンやタイ、インドネシ
アなどへ渡り、医療・看護・福祉の体験学習、エイズ患者やストリートチルドレンへのボランティア活動、調査など
を行いました。2009 年度からは、これまで学生たちが青田基金の支援を受け主体的に行っていた外国での活動を発
展させていくために、創立 150 年記念未来先導基金のプログラムのひとつ「アジア・ヘルスケア体験型学習支援プロ
グラム」として、学生たちの外国での学習・研究活動を継続的、組織
的に支援していくことになりました。
　昨年 12 月 24 日には、看護医療学部の学生有志が中心となり、看護
短期大学の時代（1997 年）から続けている「サンタ企画」を実施し、
慶應病院の各病棟や外来でサンタの衣装を着て音楽演奏を行い、患者
さんたちにクリスマスカードを手渡しました。患者さん達の笑顔や拍
手を頂き、学生たちにとっても素敵なクリスマスとなりました。学生
たちは、科目以外の様々な活動も通して看護について感じ考え、学び
を深めています。

紅梅会研修会の報告

看護医療学部だより

紅梅会準備委員長 進二 ６回生　髙橋　豊子
紅梅会同窓生のみなさま、お元気でご活躍のことと存じます。昨年、慶應義塾は創立 150 年という記念す
べき年を迎えました。紅梅会でも記念事業の一つとして寄付金付きのリカちゃん人形とストラップリカちゃ
んの売り上げにみなさまのご協力を頂き誠にありがとうございました。
さて、昨年よりホテルで開催している総会につきまして、役員会で進行など協議させて頂き、開会より会
食前までに会長挨拶、報告事項、審議事項、質疑応答等を予定しております。会員代表挨拶および乾杯の音
頭に引き続き会食となります。また、みなさまがよりご覧になりやすいようにプログラム冊子につきまして
も、内容を一新し充実させて頂きました。
昨年の総会では、会食中にピアノ演奏とソプラノ歌手の歌声を楽しみましたが、今回は『アカペラシンガー
ズK.O.E.（Keio Official Entertainment）』慶應義塾大学湘南藤沢キャンパスを拠点に活動している塾生によ
るアカペラミニコンサートを予定しております。５～６名のバンドが 2組程私たちのために選曲し、会食中
の楽しいひとときに花を添えて下さることでしょう。どうぞお楽しみになさって下さい。沢山のみなさまの
ご参加をお待ちしております。

日　時　平成 21年 5月 10日（日）　午前 11時開場
　　　　　 　　　　　　　　　　　　（午前11時20分開会、午後14時30分閉会）

場　所　グランドプリンスホテル赤坂  別館  ５階ロイヤルホール
〒102-8585 千代田区紀尾井町 1－2
℡ 03－3234－1111
www.princehotels.co. jp/akasaka

会　費　 1万円

平成21年度（第66回）紅梅会総会のご案内

＊総会の出欠につきましては

同封の葉書で、4 月 17日（金）
までにご返信下さい。

＊当日会費につきましても振

込用紙で事前のご入金をお
願いします。

＊尚、当日はリカちゃん人形

とストラップリカちゃんの

販売も予定しています。

1 ．開会の言葉　黙祷
2．会長挨拶
3．報告事項
　　看護医療学部現状報告
　　大学病院現状報告
　　役委員会報告

4．審議事項
5．質疑応答

6．新旧役員挨拶
7．会員代表挨拶・乾杯
　　  会食開始
8．アカペラシンガーズK.O.E.
　　ミニコンサート
9．慶應看護婦の歌
10．閉会の言葉
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カロリスジャパン パンフレットより

会場への道順は別紙を
参照して下さい。
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2008 年、慶應看護は90年を迎えました。そこで春号より 5回シリーズで慶應看護のあゆみを掲載します。
第1回は 1918 年～1942 年頃の慶應看護教育・臨床および紅梅会創設に関連した内容です。
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   「戦雲下の時代  昭和13年～18年」　座談会：戦雲下の学生生活を語る
23回生　中鉢　美津子

　私は昭和 13 年 3 月に、当時は厚生女子学院と言いませんで慶應義塾大学医学部附属看護婦養
成所だったのですが、その養成所の寮へ入りましたが、その時にいただいた注意書ですけれど
も、持ってくるものという中に、机と布団と身の回りの物で、特に衣類の中に兵児帯または半
幅帯というのが書いてあったのを今でも忘れないんです。～（中略）～部屋の中にお手洗いはない
から、廊下を通って、お手洗いへ行くわけですけれど、その都度、兵児帯を締めなきゃいけなかっ

た、そのようなことがかなり厳しかったのです。
　講義の方は、教科書は平井文雄先生監修の上・中・下巻の“看護学”とういう本があったんです。厚い本ですが、
これに解剖・生理から看護法、医科小技術といういわゆる診療介助のことですね、そういうものが全部盛り込んで
あるんです。栄養学もです。その三冊を大事に抱えていて、あとは講義を筆記するのが大変でしたね。そして大体
半年ぐらいは講義が中心だったのですけれど、あとは今の卒業生の配置みたいに全部配置になって、各病棟とか外
来に配置がきまって、そこで実習をする。半年ぐらい経つと交替するのですが、でも二年半がいわゆる生徒で、一
年半が義務生ですから、二年半のうちに、全部は回りきれませんから、全然回らない科がありましたね。今みたい
に実習は各科単位がきまって回るという形ではなくて、順番が来たら回って行くわけです。そこで実際の実習指導
をしてくださるのは先輩ですが、一クラス上だけで、大先輩に見えましたし、それから主任と副主任がいて、副主
任が大体一年生を面倒見てくださるのです。面倒見てくださるとういのは、親鳥にひよこがついて歩くみたいに副
主任のあとについて雑用しながら、その中でいろんな事を教えていただくのです。病室の掃除から廊下の掃除、汚
物室の掃除をしながら環境整備みたいなものを教えていただく。そういうことですね。入院患者の迎え入れ方とか、
それを全部、その時々に口伝えみたいにして、教わって実習をするというようなやり方でしたね。
　二年半たって三年生になると、義務生といって、本当に一人前の仕事をしなきゃならないんです。夜勤も昼間も、
主任とか副主任の直ぐ下で、どんどん責任を持って仕事をするという形でした。ですから三年生と四年生が、慶應
義塾大学病院の仕事を支えていたという感じで、三年生と四年生はもう生徒でなく一人前の看護婦として仕事をし
ていたと思います。

＜厚生女子学院60周年記念誌（昭和53年10月発行）より抜粋＞
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は
母
校
を
訪
問
さ
れ
な
つ
か
し
き
お
姿
に
接
す
る
こ
と
も
御
座
い
ま
す
。
ま
た

内
地
外
に
在
り
て
地
域
的
に
廣
く
か
つ
種
々
な
る
方
面
に
發
展
な
さ
る
方
も
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
等
皆
さ
ん
の
親
和
の
機
關
と
し
て
一
つ
の
會
を
組
織
い
た
し
度
く
常
々
考
へ
て
居
り
ま
し

た
が
、
近
年
と
か
く
不
健
康
の
爲
遂
に
延
引
に
な
つ
て
居
り
ま
し
た
處
、
今
回
同
志
の
婦
長
諸

姉
及
卒
業
の
方
々
相
謀
り
玆
に
本
會
の
誕
生
を
見
る
こ
と
が
出
來
ま
し
た
こ
と
は
洵
に
御
同
慶

の
至
り
と
存
じ
ま
す
。
何
卒
將
來
と
も
皆
様
の
御
努
力
を
俟
つ
て
本
會
の
發
展
を
期
し
た
い
と

祈
り
か
つ
御
願
す
る
次
第
で
す
。

　

本
會
を
紅
梅
會
と
名
稱
い
た
し
ま
し
た
の
は
襟
章
に
因
ん
だ
の
で
御
座
い
ま
す
が
、
抑
々
現

在
の
襟
章
を
定
め
ら
れ
ま
し
た
の
は
開
設
當
時
養
成
所
萬
般
の
事
に
つ
き
一
方
な
ら
ぬ
盡
力
頂

き
ま
し
た
故
石
田
理
事
殿
、
故
尾
崎
先
生
の
御
考
案
下
さ
つ
た
の
に
て
、
嚴
寒
を
冐
し
て
凛
と

咲
く
梅
の
床
し
さ
を
象
徴
さ
れ
た
も
の
で
男
子
の
ペ
ン
の
マ
ー
ク
に
な
ら
ひ
紅
梅
の
强
く
や
さ

し
い
花
も
香
も
あ
る
良
い
看
護
婦
に
な
る
様
と
の
思
召
し
に
て
御
制
定
下
さ
つ
た
の
で
御
座
い

ま
す
。
今
は
亡
き
兩
先
生
を
偲
ぶ
よ
す
が
と
も
な
り
御
在
世
當
時
を
追
懷
し
て
一
し
ほ
な
み
だ

の
新
た
な
る
も
の
を
覺
え
ま
す
。
玆
に
御
參
考
迄
に
會
名
の
由
來
を
申
上
ま
す
。

　

以
上
簡
單
な
が
ら
紅
梅
會
の
創
立
に
際
し
て
一
言
御
挨
拶
を
申
上
ま
す
。

＜紅梅會々報創刊號（昭和9年5月発行）より＞

世代を
つなぐ

　　　
 「Lin

k age
」
特集  慶應看護のあゆみ

▲慶應義塾史事典より



▲前列中央  筆者

▲後列右端  筆者
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昭和 56 年春、54 回生の下山 ( 旧姓　強瀬 ) さん達と、「ゆっくりお話ししたい」の話から、集合したのが最初です。
開催は年 1回ですが、幹事の采配により自由な時期に実施されています。
場所は、ウナギ屋から始まり地域の有名店など多種多様、予算は 1万円前後、参加人数は、6名から 20 名前後と
その都度変化します。
継続のポイントは、①参加して良かったと思える雰囲気が残る。②次回の幹事を決める。③会費残額を次回の幹事
に引きつぐ。④幹事が開催時期と場所を自由に選択。⑤代表者を決めていないこと、の５点だと思われます。
参加して良かったことは‘たまの出会いでも、心がほっとし、次への力がわき出ること’‘沢山の同窓生の埼玉県
内在住が実感’できることです。代表がおりませんのでとりあえず、ご参加希望の皆様、60 回生の鈴木早知子（旧
姓　落合）、今川迄ご連絡いただけましたら幸いです。
平成 21 年度は、3月、または 4月に開催予定とのことです。埼玉在住、ゆかりのある皆様、参加されませんか？
お待ちしております。

陽春の候、紅梅会会員の皆様如何お過ごしですか。慶應義塾創立 150 年おめでとうございます。その歴史の中の一
コマ 1970 ～ 1972 年（2年間）厚生女子学院別科生（進学コース）として在籍しました。当時の看護学校としては自
由な校風だったと思います。独立自尊の心意気、自由の選択には自己責任が伴う事を学びました。医学部との合同運
動会では優勝もしました！　時代、あたかも社会の変動期、大学の全共闘闘争、病院での看護職の二・八闘争（慶應
は全国的拠点）三島由紀夫氏の市ヶ谷における自害事件等。それらの社会問題にも触発され、啓発され、反乱の青春
時代をくぐり、寝食を共にした仲間は卒業後それぞれの道へ進み、日本の高度成長期と人生が重なり、時は流れて
40 年、定年の時期を迎えつつあります。
隔年毎のクラス会、継続して行われている不思議な 63 回生！！昨年の秋には仙台の奥座敷秋保温泉で一泊し翌日
参加者全員で日本三景松島観光に出かけ、楽しい時間を共有し、健康
でいる事の大切さを再確認し合いました。
団塊の世代と命名され慶應在籍 730 日。その時の教育が伏流となっ
て我々に活力（前向きのエネルギー）を与えてくれている気がします。
21 世紀に入り時代が世界が大きく揺れ動いていますが、まだまだ人
生途上。人生はこれからが本当に楽しくなるのではないかと期待し、
仲間と居る心地よさの余韻を残し、次回は北海道での再会を約束しま
した。
慶應看護も短大から大学へと進展され、今後の益々のご発展を祈念
しています。

卒後 2年、看護の世界に違和感を感じ、私と友人は転職をしました。転職したことで学生時代の仲間と会って、語
らいたくなりました。その気持ちが今回の同窓会の開催に至るきっかけでした。
今回の試みは、卒後初めてのことでした。うまくいくか不安に思っていましたが、総勢 20 名と予想をはるかに超
える人数が集まってくれて嬉しい気持ちでいっぱいになりました。
この集まりではゆったりとした空間でこの 2年半を振り返りながら想い出を語りあい、今の自分たちを表現するこ
とができ、とても有意義な時間を過ごせたと思います。参加メンバーからも開催してくれてありがとうという言葉を
いただきました。　　　　　
自分たちの些細な行動が、他人の心を動かしていくことがすごいと思いました。第 2回看護医療学部 2回生同窓会
開催を目指し、皆に会った時にもっと輝いている自分をみてもらえるように日々精進していきます。　　

埼玉県紅梅会の歩み 52回生　今川　詢子

63回生の同窓会便り 63回生　台野　淑子

看護医療学部2回生の同窓会便り 看護医療学部2回生　木村　智一

　私が訪問看護を始めたのは 2000 年介護保険制度開始の年で、訪問看護ステーションと指定居宅介護支援事業所（ケ
アマネジャー）の管理者として赴任しました。訪問看護は住み慣れた地域で、安心して在宅療養ができるように「か
かりつけ医」の指示に基づき定期的にご自宅を訪問し、①健康管理及び病状の観察、②医療処置と各種機械・カテー
テルの管理、③リハビリテーションの指導、④日常生活の支援、⑤在宅での看取り、⑥家族への介護支援・相談な
ど、看護上のサービスと援助を行っています。訪問看護ステーションは全国に 5875 か所あり（都内は 533 か所）、約
28 万人が利用しています。当ステーションでは平成 20 年 11 月の利用状況は、利用者数 143 人、訪問件数 919 回（全
国平均は 62 人、322 回）で、年齢は 27 歳から 104 歳と幅広いです。その中でも最近は癌の末期や認知症が増加して
います。在宅での看取りも年々増加し、平成 19 年度は 19 件 45％を在宅で看取っています（全国平均は 20％）。そ
のため 365 日 24 時間体制です。訪問看護は雨の日も自転車に乗り一人で訪問し判断・予測のもと医師と連絡を取り

看護を展開していくため、病院の主任レベルの能力が要求されま
す。大変ではありますが、点ではなく線で看護をしていく面白さ
や充実感があり、希望通り在宅で看取れた例では本人・家族・看
護師で「ありがとう」の大合唱となります。スタッフを見ている
と、一度その感動を経験すると訪問看護にのめり込み、看護師と
しても成長するようです。訪問看護は今まで得た看護技術を駆使
し、人間としての誠実さを利用者、家族に評価され、また個々の
実力が収入にも結びつくというやりがいのある職場なのです。

　「こんにちは。訪問看護師で～す。」と元気よく利用者様宅へ挨拶をしてサービスに伺っている毎日です。慶應を離
れ地域で活動したいと思い、一大決心をして静岡県三島市へ移住し、平成 19 年に訪問看護ステーションを開設しま
した。知らない土地での出発でしたが、毎朝冨士山を仰ぎ見ながら「今日一日無事に過ごせます様に」と願いつつ出
勤し車で訪問へ出掛けて行きます。慶應で培った看護の精神を私なりに在宅で提供したいと考え、試行錯誤しながら
現在に至っています。事務所を立ち上げ、看護だけでなく経営者としての手腕も問われ収益を出し、何とか 1年で黒
字に向かいつつ奮闘しています。立上げの際、法人を登記申請し会社を設立、３ケ月の準備期間の中で求人活動（広告・
パンフレット・ホームページ作成等）・面接・事務所設備の準備等すべてが初めての体験で一からの出発でした。24
時間対応で携帯電話を常に意識し、利用者様の中にはターミナルの看
取りから 97 歳の誕生日を迎えた男性の方や介護度５でサービスをフ
ルに利用されている 95 歳の女性の方など、100 歳を目標に支援して
いる方もいます。今までの私の経験を活かす事の出来る「在宅の現場」
で看護を展開できる喜びに満足したり、不安で悩んだりすることもあ
りますが、「訪問看護って興味深く自分を向上させる」とてもやりが
いのある仕事だと思います。しかし現実は厳しいもので人材が不足し
ています。もっと多くの方がこの訪問看護に興味を持ち活動してくれ
る方が増えることを願います。

訪問看護の紹介　　　　　　　　　　　　　　　中央区医師会訪問看護ステーションあかし所長
　76回生　木村　紀子

活動の場は「在宅」へ　　　　　　いづの里ケアサービス　いづの里訪問看護ステーション
進二7回生　唐木　京子

みんなの広場世代を
つなぐ

　　　
 「Lin

k age
」

▲後列右から 4人目筆者
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◆「特選塾員推薦」受け付けについて
　平成 13 年 4 月から、特選塾員規約の一部変更により、厚生女子学院卒業生の方も、特選
塾員となることができるようになりました。塾員であるということは慶應義塾卒業生のメ
ンバーとして塾員間の交流ができるようになり、多彩なメンバーとの交流もできるように
なります。
　紅梅会会長推薦として手続きいたしますので、ご希望の方は下記の内容を明記して、紅梅会
事務局までハガキまたはファックスでお送り下さい。
　今回申し込みをされた方は、9月末に推薦書を塾監局に送付しますので、11 月末頃の決
定通知となります。なお不明なことは事務局までお問い合わせください。
1．氏名（楷書で正確に）    2．ふりがな　　　　 3．生年月日　　　　　　4．現住所
5．電話番号　　　　　　　　6．勤務先　　　　　 7．回生または卒業年月

◆紅梅会事務局より
　ご住所等に変更があった場合は、お手数ですが、必ず事務局までご一報下さい。終身会
費をお納め頂いても返送され、会報をお届けすることができません。また、年会費を二年
間滞納されますと会報発送を中止させて頂いておりますので、お忘れなくお払い込み下さ
いますようお願い申し上げます。
事務局は原則として左記の日時に開けておりますが、諸事情により不在のこともございま
すので、あらかじめご了承下さい。なお、不在の場合は留守番電話に、回生、お名前、用
件をお残しください。折り返しご連絡いたします。

　2008 年 11 月 8 日の創立 150 年記念式典は、中継会場も含め、多くの塾生や塾員が集い、盛大に開催されました。
紅梅会でも、この式典の日を迎えるにあたり、厚生女子学院のユニフォーム姿のリカちゃん人形、慶應義塾大学
病院の白衣姿のストラップの販売を通し、寄付を募ってまいりました。多くの方々のお力添えをもって寄付金へ
とつながりました。しかしながら、前会報でもご報告させていただきましたように、在庫を抱えております。販
売対象は、この人形を大切にしてくださる会員の方々と考え、役員会の中でも検討を重ね、人形 5000 円、ストラッ
プ 1000 円とし、寄付金を除いた形での価格へと改定をさせていただきたいと存知ます。販売は、今までと同様
にファックスでの申込で、多い場合は抽選とさせていただく予定です。同封の申し込み書にてご連絡お願い致し
ます。ぜひ、再度、ご購入を検討いただきたく、お願い申し上げます。

　 訃 報 　

15 回生、助13回生　柳川タマ子（旧姓新妻）
　　　　　　　　　　平成 20 年 8 月 13 日

16回生　仙田みち子（旧姓山本）
　　　　　　　　　　平成 20 年 7 月 17 日

34回生　丸山　清子（旧姓福田）
　　　　　　　　　　平成 20 年 3 月 14 日

ご冥福をお祈り申し上げます。

編　集　後　記

　皆様のご協力を得ながら、90 号会報を無事お届けすること
ができました。今回の会報はいかがでしたでしょうか？
　原稿をお寄せいただいた同窓生の皆様、ありがとうございま
した。カラー版初回号でもあり、試行錯誤を繰り返しながら半
年間取り組んできましたが、さらに読みやすく、内容も充実さ
せた会報にしていきたいと思います。皆様のご意見・ご要望を
お待ちしております。　　　　　　　　編集委員　新見、渡邉

直通電話・ＦＡＸ　　　：　03－3341－8116
慶應義塾大学病院代表　：　03－3353－1211〈内線 62043 〉

月・木曜日 11時～ 17時（８月は夏休みです）　　浅田　頼子（68回生）

1 5 0 年 記 念 事 業 価 格 改 定 に つ い て

お 知 ら せ

150年記念事業支援委員会　84回生　藤井　千枝子

★秋号はナース川柳
コーナーを予定して
います。みな様から
の川柳を募集しま
す。総会出欠席ハガ
キでお寄せ下さい！

・
夜
勤
明
け　

財
布
の
口
も　

夜
勤
開
け

・
引
き
継
ぎ
の　

お
も
な
中
身
は　

武
勇
伝

選 

編
集
委
員

ナ
ῴ
ス
川
柳


